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資料 ３

平成25年度予算の概要について

舞 鶴 市



１ 平成25年度の予算編成に当たって
 
  25年度の本市の財政環境は、歳入の根幹をなす市税収入が、現下の経済情勢を反
映し、市民税では、個人・法人ともに所得の減少や収益の悪化によりさらなる低調
な推移とともに、固定資産税についても、舞鶴発電所２号機の設備の減価償却によ
る資産価値の減少などに伴い、大幅な減収が見込まれます。
  一方、歳出面では、引き続き人口減少や少子高齢化が進む中、社会保障関係費等
の義務的経費や保険事業等の特別会計への繰出金の増大への対応とともに、地域経
済の活性化、地域医療の充実、防災対策の強化、教育や子育て支援の充実等の多岐
にわたる課題への対応が求められています。
  特に、25年度は、本市にとって、市制70周年という節目の年で、次の10年へのス
タートの年であるとともに、26年度の舞鶴若狭自動車道・京都縦貫自動車道の全線
開通を控え、本市が将来に向かい飛躍するための地域活性化への早急な取り組みが
求められています。
  また、国において、緊急経済対策に基づく24年度の大型補正予算と一体的なもの
として25年度予算が編成されていることを踏まえ、本市においても、24年度補正予
算と25年度当初予算を連動させ、切れ間なく地域経済の活性化に向けた取り組みが
できるよう編成したところであります。
  このような状況を受け、本市の25年度当初予算につきましては、「住んでよし、
働いてよし、訪れてよしの「選ばれるまちづくり」」を政策目標に、「活力あるま
ちづくり」をはじめ、「安心のまちづくり」「市民に役立つ市役所づくり」の３つ
の重点的施策にそった事務・事業に対し、限られた財源と人的資源を、重点的・集
中的に活用するための「13ヶ月予算」として編成いたしました。その結果、一般会
計の１３ヶ月予算では、総額が前年度を上回り、直近１０年では最大規模となりま
した。

予算案のポイント

☆３つの重点・集中施策
      (1) 活力あるまちづくり
      (2) 安心のまちづくり
      (3) 市民に役立つ市役所づくり

☆市制70周年を迎えての記念事業に関する予算

☆国の緊急経済対策を踏まえ24年度補正と連動した「13ヶ月予算」
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